
ヽ
 
■
－
 
′
 
ハ
3
し
 
 

‰
の
二
塩
基
酸
す
な
わ
ぢ
H
O
沌
C
。
（
C
琶
－
の
左
○
嵩
も
藍
た
著
者
の
合
成
し
た
掲
の
甘
、
あ
る
。
 
′
 
 

威
こ
黍
∵
混
合
二
塩
基
酸
の
融
点
 
 

は
か
ら
す
も
入
手
で
き
た
、
左
の
突
撃
ア
ー
し
夕
隼
卜
牒
、
訂
正
す
る
こ
と
と
し
た
。
 
 

二
、
抗
告
び
払
の
二
塩
基
駿
の
混
合
物
め
融
哀
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q
】
 
 

言
 
 

叫
、
緒
 
 

へ
1
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
 
恥
 
著
者
は
さ
き
に
同
じ
表
題
で
報
告
す
る
桝
が
あ
づ
た
が
、
今
回
こ
れ
教
七
大
阪
大
学
工
学
部
、
′
上
野
誠
叫
教
授
殿
に
よ
ゎ
敬
凝
を
免
れ
、
 
 

〇一 

′
‘
．
ヽ
 
 

英
験
に
供
し
た
、
木
蝋
中
軋
存
在
す
る
㌫
の
二
塩
基
酸
す
な
わ
ち
ロ
○
も
・
（
C
H
旭
）
琶
・
C
O
蛤
目
は
著
者
の
合
成
し
た
も
¢
で
あ
ぺ
 
 

廃  

八せ六卦四≡＝・－・ 
尊  

C92  

′‾ヽ  
・三四七大八八 
ゆ○■◎．0 mg 
四≡七＝匹I六  
：≡○三七八一 
0000匹一茶  

q如 

′ヽ  
四罰七草≡二   てng  
0  〃  ゆ  巾 ボ  ゆ  ）  

田丸六○入（⊃ 
長句四六拘・⊥・カ  
八八八．入㌢f－Or  

C29  
仙由・罰∵華∴六八  
○九ニ○卑九00 
●○●●●●●●  
○≡○二四○芥bノC2。  

○八罰・由由三ニ （  

00入ウキ匹卜一・九○警  
L∴■■■■■U  

○七○八大○罰－○  

－‥一－－－ 
∵＝11融  

罰○芳年四六八．六  

芸ス具芸三晶ス・£点  
11lト1rJl．（  

＝′ C      茄－・大富四六九一七） 0000●00● ＝九四＝入七入室■・－・  

、
混
合
木
墳
二
塩
蓋
酸
の
融
点
に
つ
い
て
 
 
 

混
合
木
蝋
二
塩
基
酸
の
融
点
に
つ
い
て
 
 

椎
 
 

ヽ  

句  

名
 

（
雲
）
 
 

汀
P
 
長
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（
4
）
 
 

由
に
お
い
て
曲
線
の
右
側
傾
斜
空
つ
 

テ
ア
サ
ン
酸
と
パ
ル
ミ
チ
′
ン
酸
と
の
混
合
物
の
融
点
曲
線
阿
を
作
製
し
て
お
い
た
が
、
こ
れ
正
一
つ
の
段
が
あ
る
こ
 

る
。
こ
Ⅵ
段
を
生
す
る
混
合
物
か
ら
、
ス
テ
ア
リ
ン
酸
、
パ
ル
ミ
チ
ン
酸
雨
成
分
 

て
い
る
が
、
木
蝋
二
塩
基
酸
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

2
0
 
を
分
離
し
な
い
掛
の
㌫
ぉ
よ
ぴ
G
の
二
塩
基
酸
の
混
合
物
で
あ
る
ノ
と
し
た
u
 

の
 

二
じ
 
忘
よ
ぴ
㌫
〟
の
も
の
約
四
分
の
三
の
混
合
物
で
あ
る
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
 
 
5
 
 

（
）
 
首
藤
酸
と
諒
せ
ち
れ
た
、
木
蝋
脂
肪
酸
申
に
有
轟
す
る
二
塩
基
敢
は
、
響
二
言
渡
C
を
有
す
る
が
、
著
者
警
れ
乾
㍍
の
二
晩
基
 
 
 

こ
の
物
牲
紺
野
〓
凶
か
ら
見
る
と
、
㍍
の
む
の
約
四
分
の
 
 

第
二
十
≡
巻
 
第
四
尊
 
 

第「・ 図   

混合二甑基酸の融点  

0
 

5
 
 

地
 
顔
点
℃
 
↑
 
H
 
 
 

（
5
）
 
 

著
者
も
木
蝋
脂
肪
酸
か
ら
大
体
同
じ
糾
合
を
も
つ
て
、
 
 
 

0   芳0   40   60   80  100  
J   

90   70  ′ 50  ‡ゞ0   10   

→C20の％  C22の％←  

九
八
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＼
 
 

∩
一
－
ゴ
ー
ー
 
す
な
わ
ち
㌫
の
こ
層
基
酸
義
、
㌫
の
二
億
基
酸
に
祁
当
す
る
㌫
ぉ
よ
び
揖
の
低
ゞ
等
愚
混
合
物
二
部
の
割
合
で
え
て
い
る
。
 
 

q
〟
0
 
 

≡
、
㌔
、
・
㌔
尚
二
嘘
基
酸
の
芸
ル
芸
テ
ル
の
混
合
物
の
融
点
 
 

奨
験
匿
供
し
た
エ
ス
テ
ル
嵩
芸
も
臥
C
。
（
C
H
蛤
）
笠
√
C
O
蛤
C
態
引
お
よ
び
白
ぃ
C
旭
○
蛤
C
・
（
C
H
旭
）
－
0
0
・
C
O
b
C
態
別
学
こ
も
庭
著
者
 
2
0
 
 

の
脅
威
し
た
物
で
あ
る
。
次
表
に
お
い
て
㌫
璧
刷
者
彗
藍
た
㌫
は
後
者
を
安
レ
て
や
る
。
 
 

第
二
表
混
食
一
塩
甚
酸
の
よ
チ
ル
エ
ス
 

喪
中
の
番
骨
二
叫
て
八
忠
よ
び
九
の
牒
の
は
、
こ
れ
を
堺
融
の
上
放
冷
さ
せ
る
と
、
凝
固
に
あ
た
ゎ
結
晶
す
る
。
す
な
わ
ち
純
粋
変
 
 

の
高
い
も
の
濾
、
こ
の
よ
う
な
性
質
堅
不
し
、
こ
の
よ
う
に
結
晶
し
な
い
試
料
は
純
粋
度
が
低
い
。
、
こ
の
こ
と
は
メ
チ
ル
、
エ
ス
テ
ル
に
つ
 
 

い
て
も
同
様
で
あ
り
、
叫
塩
基
胸
臆
酸
拡
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
簡
畢
な
純
粋
度
鑑
定
港
が
あ
る
の
で
、
著
者
は
 
 

九
九
 
 
 

混
合
凍
臓
二
義
基
酸
の
融
点
に
つ
い
て
 
 

九∴六芳警主立 

】芸   
⊆   

C衰  

（   

○ ＝ 罰■ 八 宕 七 九  
0 19 ノ0 0 0 0 0  m豆             ）   

大入丁子＼＝ニー・入八  
六＝≡大王窮■六○  

八七八三二二∵○九   

七2。   

野六○ノ＼四苧…  
0 0   ゆ   ○   一■   0   0   

g 

ノヽ∵九∴八 ′三 ≡ミ一 大  
画 
二 ○匹仁一・罰 ○ 大   

意 
。 l｝00●○●000   
○、≡●○六・凋∵九○q90  

○八七不茄’由∵±－・ 
（ ○九○六○′訂八牒0警   
■   ●   ●   ●   ●   ●   ○   ●   ●   

○ 七九 ○ 四 九 大・－い○   

万 恕四 四四押 野 顔 六   
由 ＝ 八 七 八 九 万 八一－・   
○ ● ○ ●J．。○ ○、●  点   

六 0 0 大 六 0 0 六 ○   

．l1．j▼1JllIl（ 罰・ 
四＝八七九一九訂八・サ 、ノ   

●  ●  ●  ●  ●  ○  ●  ○  ●   

八四 

（
2
、
ぷ
・
）
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



ふ
聖
二
閏
は
第
二
表
の
も
め
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
∵
二
塩
基
酸
の
メ
チ
ル
藍
た
は
エ
チ
ル
よ
ス
チ
ル
は
、
共
融
混
合
物
を
つ
く
る
 
 

も
の
で
②
ゎ
．
こ
の
点
〓
琴
基
脂
肪
酸
の
も
の
と
性
質
を
異
に
す
る
。
 
 

文
 
′
 
献
 
 
 

（
エ
 
椎
名
七
郎
 
高
松
経
寄
論
法
、
昭
和
こ
十
二
年
、
第
二
十
雫
第
一
骨
、
＼
≡
】
 
柵
 
 
 

脂
肪
酸
の
精
製
に
お
い
て
隠
、
そ
の
メ
チ
ル
ま
た
望
チ
ル
芸
プ
ル
と
す
る
こ
と
を
推
興
す
る
の
セ
参
る
。
ト
の
こ
と
お
よ
ぴ
そ
の
他
 
 
 
 
 
 
（
 

5
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
6
）
一
 
に
注
意
し
、
藩
者
は
木
蝋
脂
肪
酸
よ
り
え
ら
れ
る
、
㌫
の
二
晩
豪
酸
に
相
当
す
る
も
の
を
混
合
物
で
あ
る
と
断
定
し
、
著
者
牒
ま
た
痕
跡
 
 

0
 
の
程
度
で
は
あ
る
が
、
㌫
の
二
塩
基
酸
整
還
し
え
た
こ
と
を
知
わ
、
そ
の
鎚
成
を
混
融
試
験
に
よ
わ
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
 
 

㊧
 

泳  

第二図＼  

混合二塩基敵の・エサルエ・ステ′㌔の融点   

努
二
十
≡
巻
 
第
拘
署
 
 

90  70  50   さ‡0  10   
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一
〇
〇
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（
2
1
）
 
椎
名
奄
郎
 
商
工
経
済
研
究
、
、
昭
和
十
四
年
、
第
十
四
巻
、
第
三
骨
、
六
八
 
 

（
8
）
椎
窯
郎
警
鐘
済
研
究
、
昭
和
十
三
年
－
第
十
＝
義
、
第
言
、
七
≡
〔
堅
㌘
C
・
（
C
H
㌢
・
C
O
誌
の
融
古
詩
〓
二
亨
 
 
 

七
－
∴
二
五
－
九
と
訂
正
〕
 
 

（
4
）
椎
名
七
郎
経
済
論
叢
（
関
学
記
念
翰
文
集
）
′
、
顧
和
二
十
四
年
、
第
二
十
二
番
、
撃
て
三
骨
、
三
三
鼻
 
 

？
こ
椎
名
七
郎
高
松
高
商
、
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
論
文
数
（
商
工
経
済
研
究
、
昭
和
十
五
年
、
第
十
五
鸞
夢
て
土
、
三
者
 
 
 

特
輯
）
、
三
六
八
 

人
6
）
榛
名
七
郎
．
高
松
嵩
商
諭
攣
〝
偏
和
十
八
年
、
第
サ
、
八
鸞
第
∴
土
骨
、
山
草
】
 
 

乳
封
忘
研
究
報
骨
内
容
誓
昭
和
享
五
年
宕
、
倉
敷
雷
開
催
の
、
日
本
化
学
会
申
開
由
国
文
部
常
会
芸
い
て
講
演
し
た
ヰ
 
 

の
で
ぁ
る
。
 
 

孟
研
究
綻
、
昭
和
十
芸
歴
文
部
省
自
然
科
学
研
究
奨
励
金
酢
諒
賢
や
行
わ
れ
た
盈
で
あ
り
、
藍
た
そ
の
実
験
デ
ー
タ
は
大
 
 

阪
大
学
孟
薮
授
上
野
誠
一
博
士
殿
の
手
賢
、
サ
戦
災
－
を
発
か
れ
汽
も
の
で
告
こ
せ
を
付
記
し
、
同
教
授
に
射
し
探
く
感
謝
の
意
を
表
 
 

す
与
 
 振

合
末
娠
二
堵
基
駿
の
融
点
た
つ
い
で
 
′
 
 

／
一
〇
仙
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